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　市内に本社がある法人、または市内に住所がある個
人の施工業者を利用して、住宅の改修などを行う場合
に、その経費の一部を助成します（申込者多数の場合は、
予算の範囲内で抽選）。
対象者　次の①～④のいずれかに該当していること
①移住　平成 30 年 4 月 1 日から交付申請日までに

市外から彦根市内に転入している
②新婚　平成 30 年 4 月 1 日以降に婚姻の届出をし、

継続している
③子育て　中学生以下の子どもが同居している
④三世代同居　親・子・孫などの三世代以上が、同一

の敷地内に居住している
受付期間（事前申込）　9 月 2 日㈪～ 10 月 31 日㈭
対象工事　次の①～④を全て満たしている工事
①「増築、改築、修繕等の工事」「下水道工事」「外構工事」
「防犯対策工事」「省エネ対策工事」のいずれかの工
事（新築工事および新築工事と併せて行う工事は対象外）

② 10 月 1 日以降に着工し、令和 2 年 3 月 31 日ま
でに完了する工事

③市内に本社がある法人または市内に住所がある個人
の施工業者で行う工事

④助成対象工事の経費が 20 万円以上 (消費税込み)の工事
※対象となる工事について、本事業と併せて、他の補

助（国・県や彦根市）を受ける場合、その補助金額は、
助成対象経費から外します。

助成金額　助成対象工事経費の 15％で、最高 15 万
円（千円未満切捨て）

対象住宅　市内の住宅（マンションなどの集合住宅は自己
所有部分のみ、店舗などの併用住宅は居住部分のみが対象。

事務所や店舗、賃貸アパートなどは対象外）。
申請要件　次の①～④を全て満たすこと
①申請者は、申請する市内の住宅に居住し、その場所

に住民登録をしていること
②申請する住宅（外構工事の場合は、その住宅の敷地を含む）

は、申請者またはその２親等内の親族が所有してい
ること

③申請者は、申請時に市税の滞納がないこと
④申請する住宅および敷地の固定資産税に滞納がない

こと
申込方法　 地域経済振興課、支所、各出張所にある

事前申込書に記入し、 地域経済振興課に直接提出
してください（郵送は不可。申込書は彦根市ホームペー
ジからダウンロードすることもできます）。

留意事項　
▶︎平成 28 ～同 30 年度に「『住もうよ！ひこね』リ

フォーム事業」を利用した人は申し込みできません。
▶︎事前申し込みをする人は、工事前に本事業の「手引

き」を確認の上、必要書類を準備してください。必
要書類が不足する場合は、申請を受け付けることが
できません。特に、工事前に工事箇所の詳細な写真
を撮影しておいてください。

※本制度は令和 2 年度をもって終了予定です。
問い合わせ先　 地 域 経 済 振 興 課 ☎ 30-6119、

FAX24-9676

「ひこねで暮らそう」リフォーム事業

移住・新婚・子育て・三世代同居の世帯の皆さんへ
10 月以降 市内業者で施工するリフォームの経費を一部助成します
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自分自身や大切な家族が死を迎えるとき、ど
うすれば人間らしく、自分らしい最期を迎える
ことができるのか。終末期医療と家族のあり方
は、元気なうちに考えておきたいことです。

がん、認知症、心不全、肺炎など、2,000人以上
を看取った長尾クリニック院長・長尾先生から、

「痛くない」「苦しくない」人生についてお聞きし
ます（講演後、会場からの質問にもお答えします）。

日時　9月22日㈰　14：00～16：30
場所　ひこね市文化プラザ（野瀬町）エコーホール
定員　250人（先着順）　　費用　無料
※問い合わせ先　彦根市立病院　がん相談支援

センター☎ 22-6050

滋賀県世界ホスピス緩和ケアデー記念県民公開講座

緩和ケアと尊厳死を考える
～人間らしく、 自分らしく最期 を迎えるために～

【講師】長尾 和
かず

宏
ひろ

 さん

医学博士。医療法人社団祐
和会理事長。長尾クリニッ
ク院長。外来診察から在宅
医療まで、「人を診る」総
合診療を目指す。著書『平
穏死・10 の条件』『薬のや
めどき』『痛くない死に方』
はいずれもベストセラー。


